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論文及び審査結果の要旨 

 

審査対象論文では，建設泥土や建設発生土の改質材として産業廃棄物であるペーパースラッジ（PS）

灰を適用する際の諸課題を抽出するとともに，それらの課題解決を行って実用化した内容をまとめてい

る。 

第 1 章では，建設業から排出される泥土や発生土の有効活用，製紙業の産業廃棄物である PS 灰の有

効活用，それぞれについて必要性をまとめている。次に，建設泥土や建設発生土に対する高吸水性改質

材としての PS 灰の潜在適用性に着目し，実用化によるゼロエミッションの有用性を示している。そし

て実用化する際の諸課題を抽出して研究目的を設定している。さらに既存の改良材との比較検討を行

い，研究課題の新規性を示している。 

第 2章では，まず PS 灰の吸水性能を簡便かつ客観的に評価できる試験方法を考案している。そして

PS灰の吸水比 wab という性能指標を提案し，焼却方法が異なる各種 PS 灰の吸水性能の違いやばらつき

を分析している。吸水性能にばらつきのある PS 灰については，安定した高吸水性能が得られるように

PS灰の処理方法を確立するとともに，PS灰の吸水性能と土のコンシステンシーを利用した PS灰改質土

の配合設計手法を提案している。 

第 3 章では，PS 灰で改質した泥土や発生土について，その締固め特性や強度特性の検証をおこなっ

ている。まず締固め特性については，PS 灰を添加することにより，幅広い含水比で所定の締固め度を

達成できることを明らかにした。強度特性については PS 灰の添加により，土の状態が低塑性へと変化

し，粘性土の粘着力およびせん断抵抗角の改善効果があることを明らかにしている。さらにシルト質土

では粘着力を，粘土混じり礫質土ではせん断抵抗角を改善させる効果があることを示している。 

第 4 章では，PS 灰改質土の特性を環境面から検証している。その結果，PS 灰を添加することによ

り，栄養塩などの吸着性能や消臭性能の向上を期待できることを明らかにした。具体的には，富栄養湖

の浚渫泥土などを PS 灰で改質すると，窒素やリンの溶出速度を低減できることを示している。また，

有機物の腐敗成分を多く含有する漁港や排水機場の底泥の臭気は pH と強い相関性があり，弱アルカリ

性の範囲になるように PS 灰を添加することにより最大消臭効果が得られることなどを明らかにしてい

る。  

第 5 章では，第 2～4 章で得られた知見や提案した手法に基づき，建設汚泥や建設発生土の高吸水性

改質材として PS 灰を実用化した事例を 4 件まとめている。施工管理上の工夫やコスト縮減の方法など

について検討するとともに，長期耐久性の調査結果なども示している。  

第 6章では本研究で得られた知見がまとめられている。 

 

提出された博士論文は論文としての体裁が整っており，その内容は地盤工学・地盤環境工学における

有用な知見を含んでいる。また学術的見地からのみならず，実務的見地からも価値が高い。なお

iThenticate により既往文献と照合した結果，本論文の記述について著作権侵害がなく，剽窃，盗用の不

正行為はないことを確認した。 

 



 

以上より，本研究内容は博士（工学）論文として十分に価値があるものと認められ，審査委員全員一

致して合格と判定した。  

 

令和 2 年 1 月 29 日 10 時 30 分より土木工学棟セミナー室において審査委員が全員参加のもと，約 1

時間にわたり学位論文公聴会を開催した。引き続き同日 11時 30分から同室において審査委員会を開催

した。その結果，研究内容の新規性，独創性，工学上の有用性および論文全体の完成度について審査し

た結果，本論文が博士学位論文として十分な内容を有しており合格と判定された。なお iThenticate によ

り既往文献と照合した結果，提出された論文の記述について著作権侵害がなく，剽窃，盗用が行われて

いないことが確認された。 

また本論文の内容と質疑応答の結果および研究業績から，地盤工学，地盤環境工学分野の科目につい

て博士（工学）の学位を得るにふさわしい学力を有すると判定された。さらに国際学会での口頭発表の

実績に加えて質疑応答時の英語による説明などから十分な外国語（英語）能力があることが判定され，

学位取得に必要な対外発表論文があることも確認された。 
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以上により，博士（工学）の学位を得るにふさわしい学識を有するものと認められ，審査委員会とし

て最終試験は合格であると判定した。 

 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


